
ハイブリッドおんぶひも

●ご使用の前に本書をよくお読みのうえ正しくお使いください。また、取扱説明書は大切に保管してください。

●本品を他の方にお譲りになるときには、必ず取扱説明書もあわせてお渡しください。

材料・部材は十分に選別しておりますが、主なる素材が繊維であるため、

使用頻度にもよりますがお使い始めてから約 3年を耐用年数とお考えください。

使用できる
お子さまの月齢

＊お子さまの発育により、同じ月齢でも

　体格や体重には個人差があります。

たて抱っこ対面
おんぶ

首がすわった乳児期（4ヵ月頃）～ 24ヵ月（体重13kg）

緊急時に使う吊り下げ目的の一本帯使用については、首すわり後から使用ください。
（他に脱出の手段がない場合のみ、緊急用手段としてお使いください。）

ご使用いただけるお子さまの月齢は、首がすわった乳児期（4ヵ月頃）～24ヵ月（体重13ｋｇ）まで

安全にお使いいただくために

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を
負う可能性が想定される内容を示します。

誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ったり、物的損害が
生じる可能性が想定される内容を示します。

● お子さまが開口部から落下するおそれがあります。身体を傾ける際には、お子さまが落下
　 しないよう手で支えてください。また、頭が下向きにならないよう腰を曲げるのではなく、
　 膝を曲げるようにしてください。
● 肩ひもは必ず掛具に通し、使用者の身体に合わせてきつめに結んでください。
　 お子さまが落下するおそれがあります。
● 使用中に大きく前かがみしないでください。お子さまが滑り落ちる可能性があります。
● お子さまの気道をふさぐことがないなど、状態に注意しながら使用してください。
● 早産児及び呼吸器疾患等のあるお子さまへは使用しないでください。
　 ご使用については医師に相談してください。

● 着脱時は、可能な限り低い姿勢や安全な場所で行うようにしてください。
　 他の人に介添えいただくとより安全です。
● おんぶ時は、目が届きにくくなりますので、特に注意してください。
● 使用前には、やぶれ、ほつれ、傷、掛具などが破損していないか確認してください。
　 また、破損している場合は使用しないでください。
● 装着後も緩みがないかを確認してください。
● 抱っこ時は、お子さまの頭で前方、特に足元の視界が妨げられないよう装着し、
　 歩行時も注意してください。
● 抱っこ時は、肩ひもは背中で交差して使用してください。
● バックルや掛具の開口部またはすき間にお子さまの手指を入れないように注意してください。　 　 
　 すき間に指が入って抜けなくなったり、傷害の危険性があります。バックルがある製品は、未使用時も
　 バックルが開口していないよう、はめ込んでおくようにしてください。
● 授乳後30分間位はおなかを圧迫することがあり、消化吸収を助けるために、
　 使用しないでください。
● 連続して使用する時は、体調の変化や装着状況を確認する必要があるため、
　 2時間以下の使用にしてください。
● 体調がすぐれない時や、身体に痛みを感じる時は、使用しないでください。
● 飛行機、車、自転車、バイクでは使用しないでください。
● 料理、家事の時は、おんぶで使用してください。火気に注意し、使用中に大きく前かがみしないで
 　ください。また、思わぬ事故につながるおそれがあるため、抱っこでの使用はしないでください。
● 汗や水で湿った状態で強い摩擦をうけると、他に移染するおそれがあります。
● 直射日光のあたる場所に保管しないでください。（劣化や変色することがあります）

点検について
ご使用の前に、バックルや掛具などの部品が破損したり、ベルトや生地などに破れ、ほつれ、傷が
無いことを確認してください。異常がある状態で使用すると、事故につながるおそれがあります。

当商品は、生産物賠償責任保険（PL保険）付きです。　
ご不明な点は、ラッキー工業までお問い合わせお願いします。　TEL.0585-45-7425

〒503-2423 岐阜県揖斐郡池田町青柳 83-8 TEL: 0585-45-7425
ラッキー工業株式会社 / SG登録工場　第 31-001 号
　



“肩ひも先端ループ仕様”
緊急時にひもを結ばなくてもよいので安心

頭当て
（取り外して使用することもできます。）

足ぐり

肩ひも 抱っこひも本体から肩ひもを抜くことで
一本帯として使用できます。

裏面本体

掛具

解説図

● バックルなし＆背中にすばやく背負うことができるので、すぐにお子さまを移動することができます。
●  地震や火事などの緊急時に玄関から脱出できない場合があります。マンションにお住まいの場合、避難のためにベランダの降り口から脱出する必要がありますが
　 一般的な降り口は大人一人しか降りることができない大きさです。一本帯を使うことで、一人ではしごを降りられないお子さまを避難させることができます。

先端のループ部分にもう片方の先端を通します。 お子さまが緩まない程度に引いてください。
（あくまでも緊急時のみご使用ください。）

緊急時に役立つ一本帯 首がすわった乳児期(4ヵ月頃)からご使用ください。



●胸を強調しないおんぶのしかた

　 ～　 はおんぶのご使
用方法と同じです。
左右の肩ひもを胸の前で
交差させずに、それぞれ
の掛具に通します。
右の肩ひもは右の掛具
に、左の肩ひもは左の掛
具に通します。

お子さまをソファなど
に寝かせるか、座らせ
た状態で足を足ぐりに
通します。

お子さまのわきの下に肩ひもをあ
て、腕をだします。
※腕をださずに使用するとお子
さまが落下するおそれがありま
す。
肩ひもを両手でしっかり持って
お子さまを背中に乗せます。

肩ひもを胸の位置で交差させ
て掛具に通し、ウエストあたり
で結びます。
※ひもが胸に当たって痛い場
合は、胸の前で２回ねじってか
ら交差してください。
※背負うときや降ろすときは、
できるだけ他の人に手伝って
いただくとより安全です。

お子さまをソファなど
に寝かせるか、座らせ
た状態で足を足ぐりに
通します。

肩ひもを背中で交差し
て前に回します。
※このとき必ずお子さま
を片手でささえてくださ
い。

お子さまを使用者のひ
ざに座らせた状態で、
わきの下に肩ひもをあ
て、腕をだします。
※腕をださずに使用す
るとお子さまが落下す
るおそれがあります。

肩ひもを掛具に通してお
子さまの位置を決めてか
ら腰の後ろでひもを結び
ます。
肩ひもはウエストより高
い位置で結ぶとお子様
が安定します。

※頭当て使用時は必ず
　ホックをとめてください。

※頭当て使用時は必ず
　ホックをとめてください。

おんぶのご使用方法

たて抱っこ対面のご使用方法

肩ひもを胸の前で交差
させます。右の掛具に
通した肩ひもは左の肩
ひもの下に通し、反対
側も同様にします。

胸の上で結びます。
なるべく高い位置で結
ぶとよりお子さまが下が
りにくくなります。

おんぶひも・一本帯の着用動画公開中！

2. QRコードから
　 アクセス！

1. インターネットで

　 『ラッキー工業　取説』 で検索！

おんぶひものご使用方法

http://www.lucky-baby.co.jp/products/manual.html



一本帯のおんぶのご使用方法 前かがみの状態を保ちながら一連の動作を行ってください。体を起こした状態で行うと
赤ちゃんの落下につながります。　また、慣れないうちはソファーなどを利用してください。

右ひじをお子さまにやさしく当てながら、
背中に移動させます。ひもがお子さまの
わきの下からはずれないように気をつけ
てください。赤ちゃんの落下を防ぐため、
握っている手を緩めないでください。

ひざを立てることで、ふとももでお子さまを
受けることができます。ゆっくりとお子さま
を落とさないように降ろしください。

両脇の下にひもを通し、２本のひもを
胸の前でしっかりとつかみます。

１．

3．

結びをほどき、2本のひもをしっかりと
つかんでください。

2．

右手側のひもを左肩に移動させます。
このとき片方の手でお子さまのおしりを
支えながら行ってください。

装着方法 降ろし方

ひもの中心にお子さまを寝かせます。

１． 2． 3．

5．

左手側のひもを左肩に移動させます。

4．

2 本のひもを交差しないように両手に
持ちかえます。このとき前かがみの姿
勢のまま行ってください。

6．

胸の前でひもを交差させ 2回ねじって
ください。
ひもが乳腺にあたるのを防ぎます。

8．

背中に回すときに、ひもがお子さまのおしり
と太ももの間に当たるように１周させます。
もう片方も同じように行ってください。
もしお子さまが一本帯からすり抜けそうな場
合は、ひもをお子さまのひざ裏に当たるよう
に１周させてください。

7．

片方のひもを太ももではさみながら、
もう片方を背中に回してください。
このとき片方の手でお子さまのおしりを
支えながら行ってください。

前面でひもを結びます。
※背負うときや降ろすときは、
できるだけ他の人に手伝って
いただくとより安全です。

9．
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